





A study on the psychology of people who discover they have tuberculosis
































































































































































































































































































期 間 副作用 合併症















治療 入院 INH,SM,EB なし
11ヶ月
７日 なし な し






治療 入院 INH,RFP,EB なし
８ヶ月
15日 なし な し




治療 入院 INH,RFP,EB,PZA なし ８ヶ月 なし な し
Ｅ 男 80歳代 自 宅 一般病院 肺 結 核 咳、痰 2006年 肺結核活動性喀痰塗抹陽性 ｂⅡ２
専門
病院 再治療 入院 INH,RFP,SＭ,PZA なし 15ヶ月 なし 糖尿病
F 男 70歳代 自 宅 一般病院 肺 結 核 痰 2008年 肺結核活動性喀痰塗抹陽性 ｒⅡ１
専門









治療 通院 INH,RFP,EB,PZA なし ６ヶ月 なし な し

















治療 通院 INH,RFP,EB,PZA なし ６ヶ月 なし 糖尿病






治療 通院 INH,RFP,EB,PZA なし ８ヶ月 なし 胃切除






治療 通院 INH,RFP,EB,PZA なし ５ヶ月 なし 肺気腫
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